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受動態と様態の副詞
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受動変形規則は SyntacticStructuresで随意的変形規則として次のように書かれている O

(1) NP1-Aux-V ・-NP2→Aux十be十en-V-by+NP

しかし、 Katsand Postal (1964)では修正され、能動態と受動態を同じ基底構造から派生さ

れるとはしなし、。

(2) John drank the milk. 

(3) The milk was drunk by John. 

動詞 drinkに対する Johnと milkの関係は(2)と(3)の文共同じ、つまり、 Johnは動詞の主

語(飲む者)であり、 milkは動詞の目的語 L飲まれる物)であるo 動詞に対する主語一目的

語の関係を明確にする(2)と(3)の基底構造をそれぞれ(4)と(5)としているO

(4) Sentence 

/ヘ¥
Noun Phrase Verb Phrase 

/¥ 
John Verb Noun Phrase 

〈
drank the mi1k 

(5) 
Sentence 

/'¥ 
N oun Phrase Verb Phrase 

/イ¥Aω
lohn Verb Noun Phrase manner 

^^ drank the mi1k by Passive 
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以上のように、 Katsand Postal によれば、受動態の基底構造に byPassiveがあり、そ

れを Adverbmannerとし、 VerbPhraseが支配しているO

1年後の1965年、 Chomskyは Aゅects01 the Theory 01 Syntaxで、受動化は様態の副

詞的語句 (MannerAdverbials)を自由に取る動詞に限られると述べ、 次のように定式化し

ているo
/町、

(6) Manner→by passive 

(竹 NP-Aux-V一一・・・・・・-NP-…・・・-by passive 

これは Katsand Postalと同じものであるが、 Chomskyが MannerAdverbial とした

理由は、様態の副詞的語句を自由に取らない動詞 ，middle verbs ¥中間動詞)、 何semble，

hαve， marry，等)は受動化変形を受けないし、又、前置詞句の中の名詞句でも、その動詞が

様態の副詞的語句を自由に取れるものであれば、受動文の主語になり得、疑似受動文 (pseu-

do・passives)が可能であるからとしている。

(8) a . J ohn married Mary. 

b. *Mary was married by John. 

(9) a . Bil1 resembles John. 

b. *John is resembled by Bill. 

(10) a . They vehemently argued against the proposal. 

b. The proposal was vehemently argued against. 

(11) a. Everyone looks up to John. 

b. John is looked up to by everyone. 

但.)aの文は受動化出来ないが、次のωaは出来るD

(12) a . The preacher married J ohn. 

b. John was married by the preacher. 

(8)の marryの意味は「結婚する」で、 ωのは「結婚させる」であり、 marryの意味その
ものが文脈によって異なるO つまり、 (8)では動作主と動作を受ける対象物の関係がなく、 ω
ではその関係がある為、様態の副詞的語句を自由に取れる動詞ということになる o (8)と(13)は

同様であるが、但)と(1.4)は同義ではない。

ωJ  ohn and Mary married. 

04) The preacher and John married. 

1 . 様態の副詞とは

Kats-Postal-Chomskyの理論の問題点は Manner→by(passiveにある O まず何が様態の
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副詞的語句かであるが、一般に、 How...?という疑問文に対する答としての副詞、あるいは

副詞的語句と考えられている。 Katsand Postal は in+ Determiner + Adj ect i ve + ly→Ad-

jectivelyとし、 Kuroda(1970)は ina Adjective mannerは必ずしも Adjective+ lyと同

じではないと指摘しているが、いずれにしても How...?に対する答としての副詞(的語句)

と考えて良いであろう o How...?に対する答としての副詞がすべて様態の副詞という訳では

ないが、この問題については後で議論する Q

次の文を見てみよう o

(1) How did J ohn marry Mary? 

{*way 
(2) J ohn married Mary in a western ~ ceremonyト

l church 

副詞的語句 ina western ceremonyはどのような様式で結婚したかを述べており、 ina 

western wayや westernlyとし、う英語はないが、結婚式のやり方を述べた様態を表わす副詞

的語句と考えられる o in a western churchは Where...…?の疑問文の答としても出て来る

副詞的語句であり、場所の副詞的語句とも考えられるが、この場合は How...…?に対して

の答であり、建物を指しているのではないので、 ina western ceremonyと同じ意味であるo

様態の副詞的語句を取れない marryが(2)の文でそれを取れるのは、 ina western ceremo-

nyが marryとし、う動詞にかかるのではなく、 Johnmαrried Mal-yとしみ文全体にかかる

からであるO 従って、 (2)と(3)は同じ意味であるD

(3) John and Mary married in a western {~h~er~hny } 

しかしながら、 ina western ceremonyが動詞 marryにかかる場合、つまり、同じ VP

に支配されている場合も考えられ、その場合(2)の意味は iJohnは Maryを洋式で結婚させ

た」であり、 Johnは Maryが好まなし、かも知れないのに洋式で結婚したということになる O

このように(2)の文はあいまいであるo こういうあいまい性があるのは次の文からも分るO 次

の文(4)は Johnと Maryが結婚したのを前提としての疑問文であり、 (5)はその答である O

性) How was Mary married {bOy} John? 

(5) Mary was married {じ}J ohn in a western ceremony 
to Johnの場合は動作主、つまり、 bythe preacherが省略されていると考えられるので

受動文はもちろん可能であるが、 byJohnも非文ではなし、。 Marywas married by John 

が非文であり、 (5)の文が文法的であるのは、 marryが(2)の文と同様、様態の副詞的語句を取

るからであると考えられる。



r
e
l
:
 

秀)泰林(小- 76ー

次の文の marryは様態の副詞を取り、能動態も受動態も可能である D

John quickly married Mary. (6) a . 

Mary was quickly married by John. '
D
 

John and Mary quickly married. (7) 

Mary was hurriedly married to John. (8) 

(8)の文は、結婚式が短し、時間で挙行されたという意味になるが、 (6)と(7)の意味はそうでは

(6)は、

Mαryに早く結婚するようにしたという意味であり、動作主と動作を受ける対象物との関係

Johnヵ:婚約してから結婚するまでの期間が短かかったのである O例えば、なく、

があるc つまり、 Johnは早く結婚したかったのだが、 Maryはいつでもかまわなかったか

も知れない。(マ)の文は、 Johnと Maryが共に早く結婚したのであるD

Kats and Postalは次の文の aswell as Sidneyを Adverbmannerとしているo

J ohn plays chess as well as Sidney. 

as well as...…は様態の副調的語句というより程度の副詞的語句とした方が良いであろ

う口様態の副詞と他の副詞との区別は、大まかに、受動文に於いて beと過去分詞の聞に来

れない副詞は様態の副詞でないと云える O

(9) 

My father exclusively owns a store. ωa. 
b. 本Astore is exclusively owned by my father. 

A store is owned exclusively by my father. C 

。1)a .ホJohnfiuently speaks English. 

John speaks English fiuently. 'hu 

c. ホEnglishis fiuently spoken by John. 

English is spoken fluent1y by John. d. 

John regular1y studied Japanese very hard. (12) a . 

b. *Japanese was regular1y studied very hard by John. 

Japanese was studied regularly very hard by John. c. 

John smilingly said ‘yes'. 制 a.

b. がYes'was smilingly said by John. 

‘Yes' was said smilingly by John. c. 

(1.0)の exclusivelyは myfatherにはかかるが ownにはかからないので様態の副詞とは云

regularly 

Manner aι 

えず、(ゅの fiuentlyは Howwell...?に対する答となる程度の副詞であり、 ωの
は Howoften...…?に対するもので頻度を表わす副詞であるo(18)の smilinglyは様態の副詞

と考えられるが、 ina smiling mannerと考えず witha smile と考えれば、
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verbialの状態を表わすものとして区別出来る。しかし、 Manneradverbialを様態と状態に

区別する必然性がどこまであるのかは明らかでなL、。

fヘ
Manner-ゐy passiveの別の問題点は、様態の副詞(的語句)を取れる動詞のみ受動化出

来ると解される点にあるO 動作性が弱く、状態性の強い動詞の中には、様態の副詞と共に起

り得ないものがあるが、受動文は出来る O 次の疑問文は不可能である O

(14} *How does Mary know J ohn? 

(15) *How does your father own a store? 

kno卸 ，ownのような状態性の強い動詞は様態の副詞を取れないが、受動文は可能である O

(16) a . Mary (*ironically) knows J ohn. 

b. John is (*ironically) known {ど}Mary 
(17) a . My father (*carefully) owns a store. 

b. A store is (*carefully) owned by my father. 

又、様態の副詞を取れる動詞が受動化出来るとは限らないD 次の文は、動作を受ける対象

物が無生物の場合である O

。8)a . John slowly reached out his hands. 
b. *His hands were slowly reached out by John. 

。時a. John quickly drank two cups of coffee. 

b. *Two cups of coffee were quickly drunk by John. 

。0)a. r drunkenlv J ohn 1 ~~ ~~~~~~1~.." 1 トstruckthe wall. LunconSClOUSJy J 

b. *The wall was f ~:~~~~~}!.._1.. ~ struck by J ohn 1 unconsciously J StruCK oy 

(1~"-'(20)は様態の副詞を取ろうと取るまいと、受動文の出来ない文である O しかし、云うま

でもなく、無生物が受動文の主語であっても様態の副詞を取れる文も多くあるO

ωa  . J ohn carefully u~ed the machine. 

b . The machine was carefully used by J ohn. 

(22) a . A knife slowly sharpens a pencil. 

b. A pencil is slowly sharpened by a knife. 

この章の初めに、 How...…?に対する答としての副詞がすべて様態の副詞という訳ではな

いと述べた。次の疑問文の Howは程度を問うものである。

e母a. How do you like it? 
b. 1 like it very much. 
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又、次の文では、 How...…?に対しての符に、手段の前置詞 byを用いているo

ωa. How did John please Mary? 

rhis ioke 
b.He pleases her by 1his imm| 

。~b が答となる疑問文は、 How...…?ではなく、 In what way...…?であるD

(2~ a. In what way does John like Mary? 

b . J ohn likes Mary for her looks. 

for her looksが様態の副詞的語句でないのは、 inwhαtωayの wayが mannerの意味

ではないからである Q

以上述べて来たように、 How...…?という疑問文に対して、答として出て来るのが様態の

副詞(的語句)であるが、様態の副詞(的語句)だけとは云えない。他の副詞(的語句)も
r""¥ 

答として出て来るのである O 更に Manner→by passiveによって、様態の副詞(的語句)

を自由に取れる動詞だけが受動態を作れる訳ではないし、又、その動詞がすべて受動態を作

れる訳でもない。今まで例を挙げて議論して来たように、受動化出来るが様態の副詞を取れ

ない文や、様態の副詞を取る動詞でありながら受動化出来ない文もあるD

2. 疑似受動文
r""¥ 

Chomskyが Manner→by passiveを主張する他の理由は、前にも述べたが、その動詞

が他動詞であるとL、う概念と切り離して、その動詞が Manneradverbialを取れれば受動化

出来るという点にある O つまり、疑似受動文が可能なのは、その動詞が様態の副詞(的語句)

を取り得るからということであるD 更に Chomskyは、ある副詞的語句が VPに支配される

ものであれば受動変形を受けられるが、述部句 (Predicate-Phrase)に支配されていれば、副
fヘ

詞的語句である by passiveの後に来ることになるから受動変形を受けることが出来ないと

述べているD

(1) a . John is working at this job quite seriously. 

b. This job is being worked at quite seriously by John. 

(2) a. John is working at the 0伍ce.

b. *The 0伍ceis being worked at by John. 

(3) a . J ohn decided on the boat. 

b. The boat was decided on by John. 

(1)の atthis jobは動詞句に支配されているが、 (2)の atthe officeは動詞句の外にあり、

述部句に支配されている為、 (2)bのような受動変形は受けられなし、。 (3)aの文の onthe boat 
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は、どちらの句にも支配され得るというあいまい性があるが、受動化出来るのは VPに支配

されている ppでなければならないので、 (3)bの文はあいまいではない。

pp が VP に支配されているのか、 述部句に支配されているのかについて、 Jacobsen 

(1977)は次のような例を挙げて議論している。

(4) a . John has slept in this bed. 

b. This bed has been slept in by John. 

(5) a . A very poor family lived in the house. 

b. The house was lived in by a very poor family. 

(6) a . He shopped in the town. 

b. *The town was shopped in by him. 

(4)と(5)は受動化が出来る為、 inthis bedと inthe houseは動詞句に支配されているが、

(6)は、 shopが sheshopped quicklyのように様態の副詞を取れるにもかかわらず受動化出来

ないので、 inthe townは場所副詞句として述部句に支配されていると Jacobsenは述べて

いるO 更に彼は、問題のある文として次の文を挙げているO

(7) *The hotel was remained in by my wife. 

(8) *England is lived in by some五ftymillion people. 

(7)の remainは様態の副詞(例えば patiently) を取れる動詞であるが、受動変形は受け

られなし、。つまり、 inthe hotelは直接述部句に支配されている場所副詞句であるが、それ

では場所副詞の範鴫に関する構成上の定義が問題になると Jacobsenは述べている。 (8)の文

も同様であり、 (5)bの文は文法的であるが、 (8)は非文である D 明らかなことは、 ppが動詞

句に支配されている語句なのか、述部句に直接支配されている副詞句なのかによって受動変

形を受けられるのかどうか決まるのであれ前述の例でも分るように、様態の副詞をその動

詞が取れるからでは必ずしもなし、。

次の文を見てみよう o

(9) a . What is he working at? 

b. At this job/*At the 0伍ce.

(1.0) a . Where is he wor king at? 

b. At the 0伍ce/*Atthis job. 

(幼a. What did he decide on? 

b. On the boat/ On breakfast. 

ωa. Where did he decide? 

b. On the boat/*On breakfast. 
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。司a. What has he slept in? 

b. In a bedj*In his uncle's house. 

(l4) a . Where has he slept? 

b. In his uncle's housej In this bed. 

M) a. What did he sleep on yesterday? 

b. On a cotj On a sofaj*On a floor. 

(16) a. Where did he sleep yesterday? 

b. On the floor j In the car. 

(17) a. What did he live in? 

b. In a housel*In England. 

(18) a . Where did he live? 

b. In Englandj In the house. 

ω*What did he shop in? 

(20) a . Where did he shop? 

b . In the town. 

ω*What did he remain in? 

仰 a. Where did he remain? 

b . In the hotel. 

以上の例から分るように、 What...….preposition?の答として出て来る名詞句は受動文の主

語になれるが、 Where...…?の答として出て来る名詞句は受動文の主語になれない。つま
/ヘ

り、 Where...…?の答としての前置詞句は場所副詞句であり、 by passiveの後に来て述部

句に直接支配されている為であるO 。却とωの文のように shop や remain とし、う動詞と共
に What...in?という疑問文が不可能なのは、 shopや remainの次に来る前置詞句は述部句

に直接支配されている場所副詞句であって、これらの動詞は、いわゆる伝統的に云われる目

的語を取らない自動詞であるからであるo

What...in?と Where..・・・・?に対する答としての名詞が、 sleepと liveの場合同じもので

あり得るo 例えば、 sleepin ajthis bed， live in ajthe houseであるO だからと云って、

This bed has been slept in by himと Thehouse was lived in by himの thisbedとthe

houseが述部句に支配される副詞句内の名詞句だとは云えない。動詞の次に来る名詞を話題

の中心とする為、その名詞が主語の位置に移動するのが受動態であるので、必ずしも受動文

の名詞句はその能動文の名詞句と形が同じではない。次の仰の文は Whathas he slept in? 

に対する答ではないし、 ωの文は Whatdid he live in?に対する答ではない口
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(The hous 
?? A hou二}was lived in by him 

日本語では、「ゅうべ何に寝ましたかlとか、「何に住んでますか」と云わないで、 「ゅう

べどこに寝ましたかJ とか「どこに住んでいますか| と云うであろう O そしてその答は、

「下のソファに寝ましたJ、「ホテルのベットに寝ま Lた|、「アパートに住んでいます」、「東

京に住んでいます」等であるが、 Iホテルに寝ました」と云えなし、。日本語では、 「寝る」

という動詞には、 Iどこに」と「どこで iの二通りがあるが、 i住む」の場合は「どこに」だ

けであり、「どこで住みますか」とし、う疑問文はない口英語には What・-….injon?という疑

問文があり、その答として使われ得る名詞の範囲は、例文に見られるように、 Where...…?

の場合より狭い。つまり、 What...…sleepinjon? に対しての答には、寝る為の物や、通常

寝るのに使われる物 (bed，cot， sofa，等)が来なければならず、 house，fioor， street等の名

詞は答として妥当ではなし、。これは日本語と似ているが、英語の場合は Where...…?に対し

でも inthis bedや onthe sofaの答が出て来る為、 Whαt......injon?の方が、答として云

われる名詞に、より制限があるo 英語の sleepとliveは sleepαsleep，live a lifeの意味も

ある為、 Where...…?に対しての Heslept in this bedの怠味を、「彼はこのベットで眠り

をした」とか、「彼はこのベットで身体を眠らした」と解釈すれば、 inthis bedが場所を表

わす副詞句で、あることが納得出来ょう。 Where...…?に対する答としての Helived in the 

houseも同様に、「彼は家で人生を送っている」の意味に取れるので、 inthe house もやは

り場所を表わす副詞句で、述部句に直接支配され、動詞句の外にあると云える o What.... .. 

live in?に対しての答には、住んでいる建物 (house，hotel，αpartment等)が云われ、 Eng-

lαnd， Tokyo， town等の場所を表わす名詞は来れなし、。つまり、 sleepゃ liveに、より密接

にかかわりのある名詞が来れ、これらの名詞は動詞と同じく動詞句に支配されている為、受

動文が可能なのであるo

しかし問題はある o(15) aの Whatdid he sleep on?に対して(15)bのように Ona fioorと

いう答は出て来ないが、次の受動文は可能である D

rThis 1 (2$ ~ ;AlS r floor was slept on by George Washington. 

(15)と(16)の例から分るように、 onthis fioorは場所を表わす副詞句であり、 thisfioorは受

動文の主語になれないはずであるo What did he sleep on?に対する答の名詞は、前述のよ

うに寝る為の物、あるいは寝るのに使われる物でなければならないのであるが、仰の文は

What...…on?に対する答の文ではなし、。 締の文が可能なのは、 GeorgeWashingtonが床に
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マットを敷き、毛布をかけて寝た、つまり、ベット同様の寝れる状態にして寝たということ

が考えられる為、 cot，sofa， bedのように受動文の主語になり得るのであるo

3. 能動受動態

能動態と受動態の中間的な存在をなすものとして能動受動態 (Activo-passive)というのが

あるO これは、形は能動態であるが、意味は受動的である。

(1) The grapes tasted sour. 

(2) Books sold well. 

このように動作を受ける対象物が主語の位置に来る為、話者の観点は受動態のように動作

主にはなし、。その為、動作主が文に表われず、 be十Ven......by十NPとし、う受動態の形には

なっていない。 (1)の tasteは状態を表わす動詞であり、 (2)の sellは動作を表わす動詞であ

るo 能動受動文について議論する前に、能動受動文を作れる 2種類の動詞について述べよ

う。

A.状態動調と動作動調

状態を表わす動詞も動作を表わす動詞も共にsvoの文型を取り、様態の副詞を取れる。
(6)の buildは能動受動文を作れる動詞ではないが、 (5)の能動受動文を作れる動詞growと構

造上似ている点が多いので、共に挙げておく O

(3) J ohn rudely tasted the grapes. 

(4) John slowly smelled the tulip. 

(5) J ohn carefully grew the corn. 

(6) John quickly built the house. 

(7) John thoroughly spoiled the meat in the sun. 

(8) J ohn careful1y sold books. 

(3)---(8)の受動文も出来る。

(9) The grapes were rudely tasted by J ohn. 

(10) The tulip was slowly smelled by John. 

ωThe corn was carefully grown by J ohn. 

ωThe house was quickly built by John. 

(13) The meat was thoroughly spoiled in the sun by John. 

(1.4) Books were carefully sold by J ohn. 

目的語を修飾する形容調を共なった文も文法的である。

(15) John tasted the sour grapes. 
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(16) John smel1ed the sweet tu1ip. 

色1) John grew the tal1 corn. 

M) J ohn built the large house. 

しかしながら、状態を表わす動詞はSVOの形を取れないし、その受動文も成り立たな

L 、。

。訪本Johntasted the grapes sour. 

。0)*John smelled the tulip sweet. 
(幼 John grew the corn tall. 

(22) J ohn built the house large. 

倒 *Thegrapes were tasted sour (by John). 

(24) *The tulip was smelled sweet (by John). 

幼 Thecorn was grown tall (by J ohn). 

(26) The house was built large (by John). 

状態を表わす動詞がSVOCの形を取れないので、形容詞倒置規則 (Modi五erShift rule) 

が義務的だとすれば、締の基底構造は次のようにならなければならない。

/ヤ¥

John T v 

¥¥  

〈¥
Past grow 
[-stative] 

紛の基底構造から仰の Thecorn was grown tall by Johnを派生するには、まず受動化

規則 (Passiverule)を適用して NP3を受動文の主語にし、次に同一名詞句消去規則 (Equi.

NP Deletion rule)で S2の thecornを消去してからおを消去 (To-beDeletion)する O

その他、補文化要素配置規則 (ComplementizerPlacement rule)、補文化要素消去規則 (Com-

plementizer Deletion rule)、接辞変形規則 (A伍xHopping rule)等が適用されるが、本論
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文ではいちいち述べない。以上のように仰の基底構造から仰の文は派生され得るが、問題

は、例の文は Thetall corn was grown by John と同じ;意味で、はないことと、関係節の先

行詞であり、 NP2 に支配されていて直接動詞の目的認ではない NP3を受動文の主語にする

とL、う無理があることである O 更に、もし (25)の基底構造を~7)だとすると、関係節の先行詞で

ある NP3' the corn が主誌になれるのは、能動受動文を作れる動~rri]で、あることと、動作を表

わす動詞で、あることが条件になる。しかL、これらの条件も、次の文が非文法的であること

からとってつけたものとなるO

(28) *The door was opened heavy by J ohn. 

(2$ *Books were sold red by ] ohn. 

次のような基底構造も考えられよう O

。。
81 

Aux 

John T 

VP /、
V NP Passive 

Past grow 

ノ
the corn be tall 

。ゅの基底構造からも、 82に For-to補文化要素配置規則を適用してから thecornを繰り

上げて growの目的語にし、受動化規則を適用して伺の文は派生出来るであろう O しかし、

taste， smell， grow， open， burt， sell 等の能動受動文を作れる動詞は、 hear，believe， expect 

等と違って、直接目的語に補文を取ることは出来ない。

(31) * ] ohn tasted that the gra pes were son. 

争時 *John grew that the corn was tall. 

制 *Johntasted (for) the grapes to be sour. 

糾)*John grew (for) the corn to be tall. 

制 *Johntasted the grapes's being sour. 

。6)*John grew the corn's being tall. 
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以上のことから、 (tカの Johngrew the corn tallとJohngrew the tall cornの基底構造

は同じではなく、更に、紛の基底構造は~~でもない。 ωの基底構造は次のようである o
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。;7)の基底構造なら、無理なく動詞の次の直接の目的語である thecornが受動文の主語に
なれ、更に、~~と (2$が非文になる説明がつく o (19)の Johntasted the grapes sour と仰の

The grapes were tasted sour by Johnが非文法的な文であるのは、 tasteが状態を表わす動

詞である為であり、〔十stativeJの動詞には後で述べる主語一目的語交替規則 (Subject-Ob-

ject Inversion rule)が義務的に適用されるO

B. Dummy Subjectと主語一目的語交替

この章の初めに述べたように、能動受動文とは動作を受ける対象物が主語の位置に来て、

be+ Ven......by十NPの形は取らなL、。

ff to John 1¥ 
(1) The grapes tasted sour ~ 1 *bVy Jl;h~ f) 

(f to John 1¥ 
(2) The tulip smelled sweet ~ t *b~ Jl;h~ f) 

fr*to John 1¥ 
(3) The corn grew tall ~ t ~bVy Jl~h~ t) 

(4) The meat spoiled in the sun ({:引なlD
(5)Books sold (PL日111})
加) The house burned to the ground (~ヤ_ JTO_~~ ~) 

I;5LUUHU  ¥l*by John f} 

__ ([to John 1¥ 
(7) *The house built large (i ~~.ト)

ちe¥ 1by vJoh.~ t) 

以上のように、動作主は by+NPの形で能動受動文には表われず、 (1)と(2)のように、状

態を表わす動詞は対象を表わす前置詞 toの次に[+animateJの名詞を従えるが、 toJohn 
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は byJohnのような動作主の効力を失っているO

(8) *The grapes rudely tasted sour to John. 

(9) *The tulip slowly smelled sweet to John. 

(3)--(6)の文は、動作主が全く表われないので、動作主は dummyである口 (3)の Thecorn 

grew tallの基底構造は次のようである O

(10) 

¥
V
 

S
小

l
l川
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1
1
1
1
1制

J

r

a

r

p

a

 

/
悶
l

a

-

-

ム v 

grow 
[-御，tive]

pp 

the cornが dummysubjectの位置へ移行する規則 (Subjectivization)が適用され、 PP

の inthe state 0/ the corn beが消去される。

(1)の Thegrapes tasted sour to Johnも似のような基底構造から派生きれたもの、つまり、

主語と目的語が交替したのではなく、基底構造に於いて動作主が dummyであり、 sourto 

Johnや sweetto Johnを形容詞句 (AdjectivalPhrase)、もしくは toJohnを VPから分

枝する前置詞句 (PrepositionalPhrase)として考えられないだろうか。もしそうだとすれば、

次の文が正しい文であっても良いはずで、ある O

ω*The grapes were ta 

(12) *The tulip was smelled sweet to John. 

(1.3) *The grapes were sour to John. 

従って(1)の Thegrαpes tasted sour to Johnの基底構造は次のようであるo

0ω身 s

パ¥¥¥¥

1Jj n i /τ~¥¥¥下下¥¥-‘
it taL G44与ゐ:
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Johnと NP2の thegrapesは主語一目的語交替規則により、 thegrapesは NP1の位置

へ、 Johnは toを共なって PPの後へ移る oPPの inthe state 01 the grαpes beが消去

されると(1)の文が派生される O このような派生は、動詞がい-stative]である場合にのみ起

り得ることは云うまでもない。

to Johnのない Thegrapes tasted sour とし、う文に於いては、動作主が全く表われてし、

ないので、動作主は dummysubjectであり、倒のような基底構造から thegrapesが Sub-

jectivization ruleによりムの位置へ移ったと考えるo 初めから dummyである動作主を、

主語一目的語交替規則により toムとし、後で消去すると考える必要はなし、。もし thecorn 

grew tall も主語一目的語交替規則が適用されたとするなら、次の文が文法的であるべきで

あるo

(16) *The corn grew talI by J ohn. 

色7)*The meat spoiled in the sun by John. 

Q8) *Books sold welI by John. 

(的の Thehouse built largeは非文であり、 buildは make，keep，等の動詞と同じく能動

受動文l工作れなL、。次の文は makeの場合の例文であるO

ωJohn made the garden beautiful. 

。:0) The garden was made beautiful by John. 

組D J ohn made the beautiful garden. 

(22) The beautiful garden was made by John. 

側 *Thegarden made beautiful ({む1111i)
build は、例えば日本語では I(大きな)家が建ったJ、rc大きな)家が建っている」と云
えるが、家そのものが建てないので現代英語では非文となる O

(24} *The (large) house built. 

(2~ *The (large) house is building now. 

能動受動文(1)-----(6)の進行形は出来る O

(26) The grapes are tasting sour. 

(27) The tulip is smel1ing sweet. 

(28) The corn is growing tall. 

(2$ The meat is spoiling in the sun. 

Ç3~ Books are sel1ing. 

(31) The house is burning to the ground. 

状態を表わす動詞 tωte，smellの能動受動文の形はSVCであり、 SVの形は非文となる。
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岡本The(sour) grapes tasted. 

(:33) *The (sweet) tulip smelled. 

(叫 The(tall) corn grew. 

制 The(heavy) door opened. 

(小林泰秀)

同様に倒と胸)の進行形も非文であるO

。6)*The (sour) grapes were tasting. 
。7)*The (sweet) tulip was smelling. 
同と(紛の動作を表わす動詞はSVの形を取れるが、動作主が行為を行う様態を表わす副詞

は取れなし、。所が、動作主が省略されていても be十Ven...…の受動文は様態の副詞を取れ

るO 従って、能動受動文である側、側と受動文である側、住1)はそれぞれ同じ意味ではない。

r *carefullv 1 
09The corn 1;Lwl;J)grew. 

r *carefullv 1 
納 Thedoor 1 ~ï;;.l;".1 t opened 

r carefullv 1 
同 Thecorn was t~ì州;u)'J grown 

r carefullv 1 
仏1) The door was t ~í州;U)'j 叩ne

あとがき

Kats-Postal-Chomskyの Manner→by passive とし、う捉案に対し、批判めいた諭一文にな

ってしまったが、なぜ能動文で様態の副詞を取れる文でありながら受動文が不可能なのか、

なぜ様態の副詞を取れない動詞が受動文を作れるのか、といった問題をより明確に説明する

には、単に様態の副詞と受動態を形の上で、考えるよりも、ある行為が行われる過程での様態

の副詞と動詞の関係を意味的にもっと深く追求することが必要であるO それが、様態の副詞

とは何か、受動態とは何かとし、う問題の解明になるであろう O この点に於いて、本論文は多

くの欠点不備を残している O 史に、疑似受動文だけを見るなら問題は明確にされるとして

も、能動文、例えば、 Helived in this houseや Heslept in this bedの前置詞句が、 VP

に支配されている場合と、 VPの外にあり述部句か Sentenceに直接支配されている場合と

が考えられるなら、これら 2つの文は意味的にどのようにあいまいなの行ろうかという問題

が残る O
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